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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200,IP 1:20-1:50

Calculated MW: 54 kDa; Observed MW: 54 kDa
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	ポリ(A)含有mRNAの翻訳開始制御においてコアクチベーターとして作用する。翻訳刺激活性はPABPC1への作用を介して媒介される。PABPC1への結合においてPAIP2と競合する。EIF4AおよびPABPC1との結合は、mRNA末端間の接触を増強する可能性がある。また、翻訳に連動したmRNAのターンオーバーにも関与している可能性がある。主要コード領域不安定性決定因子（mCRD）ドメインを介したFOS mRNAの細胞質脱アデニル化／翻訳および分解の相互作用において、他のRNA結合タンパク質と関与することが示唆されている。
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	PAIP1 抗体を使用した Hela、293T、マウス脳溶解物中の PAIP1 のウエスタンブロット分析。

